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「
堅

信
前
の
陪
餐

」 

に
つ
い
て 

 

 
 

 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神
崎
和
子 

  

教
会
の
桜
の
木
か
ら
の
落
葉
が
地
面

一
面
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
晩
秋
を
感

じ
ま
す
。
教
会
の
礼
拝
堂
に
も
暖
房
が

入
り
ま
し
た
。 

教
会
の
暦
も
一
年
の
最
終
月
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。
主
イ
エ
ス
の
ご
降
誕

を
待
ち
望
む
、
降
臨
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。 新

し
い
年
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

東
京
教
区
は
流
動
・
革
新
の
方
向
へ
大

転
換
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
革
新
と

言
え
ば
先
日
日
本
聖
公
会
主
教
会
か
ら

牧
会
書
簡
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
は
「
堅

信
前
の
陪
餐
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本

聖
公
会
は
２
０
１
７
年
１
月
１
日
を
も

っ
て
「
堅
信
前
の
陪
餐
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
今
ま
で
、
聖
公
会
は
長
い
伝
統

の
な
か
で
、
「
堅
信
を
受
け
た
者
は
陪

餐
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
、
堅

信
が
陪
餐
の
前
提
条
件
と
さ
れ
て
き
ま 

し
た
が
、
そ
こ
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て 

い
き
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
成
人
が
洗
礼
を
受
け
る

時
、
そ
の
場
に
主
教
が
共
に
お
ら
れ
る

場
合
、
洗
礼
・
堅
信
・
陪
餐
が
一
つ
の

礼
拝
の
中
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
基
本
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
主
教
が
臨
席
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い

場
合
に
も
、
成
人
の
受
洗
者
は
、
堅
信

を
受
け
な
く
て
も
陪
餐
へ
と
進
み
、
そ

し
て
出
来
る
だ
け
早
い
機
会
に
主
教
か

ら
堅
信
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
幼
児
洗
礼
の
場
合
、
適
切
な
年

齢
で
初
陪
餐
へと
招
か
れ
ま
す
。
そ
の
場

合
、
そ
の
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
陪
餐
の
準

備
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
又
幼

児
洗
礼
の
み
を
受
け
た
成
人
の
受
洗
者

も
陪
餐
の
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
主
教
か
ら
堅
信
を
受
け
る
必
要

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
様
な
「陪
餐
」に
つ
い
て
の
変
化
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
切
な
こ
と
は
、
私
た

ち
教
会
の
構
成
員
の
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
層
が
、
主
の
食
卓
で
あ
る
聖
餐
に
招
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
キ

リ
ス
ト
の
体
ま
た
神
の
家
族
で
あ
る
私
た

ち
教
会
が
、
強
め
ら
れ
、
豊
か
に
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な
の
で
す
。
こ
の

こ
と
を
再
度
確
認
し
な
が
ら
進
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。 

11
月
・
12
月
の
予
定 

 

◆
11
月 

22
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

23
日
㈬ 

殉
教
者
主
教
ロ
ー
マ
の
ク
レ
メ
ン
ト 

27
日
㈰ 

降
臨
節
第
1
主
日 

30
日
㈬ 

使
徒
聖
ア
ン
デ
レ
日 

◆
12
月 

2
日
㈮ 

日
本
聖
公
会
初
代
主
教
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ 

 
 
 
 

 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

3
日
㈯ 

ア
ジ
ア
の
殉
教
者
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル 

4
日
㈰ 

降
臨
節
第
2
主
日 

5
日
㈪ 

司
祭
教
会
博
士
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
の
ク
レ
メ
ン
ス 

12
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

6
日
㈫ 

主
教
ニ
コ
ラ
ス 

 
 

 
 

 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

7
日
㈬ 

主
教
教
会
博
士
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス 

11
日
㈰ 

降
臨
節
第
3
主
日 

13
日
㈫ 

殉
教
者
お
と
め
ル
シ
ヤ 

14
日
㈬
・
16
日
㈮
・
17
日
㈯
（
冬
期
聖
職
按
手
節
）

 

18
日
㈰ 

降
臨
節
第
4
主
日 

21
日
㈬ 

使
徒
聖
ト
マ
ス
日 

24
日
㈯ 

降
誕
日
前
夕 

25
日
㈰ 

降
誕
日 

26
日
㈪ 

最
初
の
殉
教
者
ス
テ
パ
ノ
日 

27
日
㈫ 

福
音
記
者
使
徒
聖
ヨ
ハ
ネ
日 

28
日
㈬ 

聖
な
る
幼
子
の
日 

29
日
㈭ 

主
教
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト 
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フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
便
り
発
行  

 

９
月
11
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
便

り
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
で
の
１
月
の

信
徒
総
会
、
２
月
に
出
さ
れ
た
、
聖
ス

テ
パ
ノ
教
会
の
所
属
す
る
伝
道
区
の
教

区
へ
の
報
告
書
を
基
に
、
現
在
の
聖
ス

テ
パ
ノ
教
会
の
教
勢
、昨
年
の
諸
活
動
、

今
年
の
活
動
計
画
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。 

 

具
体
的
に
は
、
昨
年
の
台
風
で
半
壊

し
た
顕
現
伝
道
所
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
、

活
発
な
聖
書
研
究
、
信
徒
礼
拝
奉
仕

者
・
奉
事
者
が
み
言
葉
の
礼
拝
や
聖
餐

式
で
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
信
徒
へ
の
牛
の
貸
出
し
、
教
会
で

の
農
機
具
の
調
達
、育
苗
、植
樹
な
ど
、

教
会
が
地
域
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
光
教
会
の
信
徒
の
方
か
ら
は
、
教 

会
が
一
丸
と
な
っ
て
新
し
い
地
域
に
伝

道
所
を
開
拓
し
て
い
く
姿
勢
に
、
日
本

の
教
会
の
草
創
期
の
よ
う
な
熱
気
を
感 

じ
た
、
地
域
の
身
近
な
教
会
と
し
て
の

働
き
に
感
銘
を
受
け
た
、
と
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
３
人
の
方
が
来
日
さ
れ
た
記
憶

も
ま
だ
新
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
と
、
学
び
、

祈
り
合
い
な
が
ら
関
係
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
記
・
安
次
嶺
佳
子
） 

 
 

婦
人
会
だ
よ
り 

（
10
月
） 

 

10
月
は
第
５
週
に
三
光
教
会
の
秋

の
大
バ
ザ
ー
が
あ
り
、
婦
人
会
は
10
月

に
入
っ
て
か
ら
、
そ
の
準
備
の
為
に
教

会
に
届
け
ら
れ
た
沢
山
の
献
品
を
皆
で

相
談
し
な
が
ら
値
段
付
け
を
し
ま
し
た
。

沢
山
の
献
品
を
見
な
が
ら
チ
エ
ッ
ク
を

し
て
値
段
を
付
け
て
い
く
時
間
は
婦
人

会
の
場
に
い
る
会
員
に
と
っ
て
楽
し
か

っ
た
り
、
難
し
か
っ
た
り
す
る
時
間
に

も
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
（
記
・
藤
田
清
子
） 

 
 

男
子
会
だ
よ
り 

（
10
月
） 

〈
日
帰
り
研
修
〉 

目
黒
・
白
金
・
高
輪
の 

史
跡
・
文
化
財
巡
り 

教
会
男
子
会
か
ら
表
記
案
内
を
頂

き
、東
京
の
秋
を
楽
し
み
た
く
な
っ
た
。

幸
いLate application

に
も
関
わ
ら 

ず
参
加
を
許
さ
れ
た
。
11
月
3
日
、

集
合
場
所
は
JR
目
黒
駅
改
札
前
、
30

名
を
超
す
方
々
が
集
ま
っ
た
。
３
班
に

分
散
配
属
さ
れ
た
。
神
崎
司
祭
の
祈
祷

を
終
え
る
と
、
移
動
開
始
、
小
生
は
吉

川
組
、彼
の
黄
色
のJacket

を
見
失
わ

な
い
よ
う
後
に
続
い
た
。 

・
東
京
都
庭
園
美
術
館 

隣
の
自
然
教
育
園
に
は
、
学
生
達
と

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
重
要
文
化
財

で
あ
る
旧
朝
香
宮
邸
は
初
め
て
で
あ
る
。

６
年
間
こ
の
前
を
走
る
都
電
５
番
で
麻

布
中
高
に
通
っ
て
い
た
が
、
余
り
記
憶

に
な
い
。
吉
田
茂
外
相
・
首
相
公
邸
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
時
期
と
符
号
す

る
。
お
巡
り
さ
ん
が
立
っ
て
い
た
記
憶

が
あ
る
。
時
々
外
車
が
出
入
り
し
て
い

た
気
も
す
る
。立
派
な
庭
園
の
木
々
が
、

秋
の
空
に
映
え
、
美
し
い
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
は
、
日
本
的
デ

ザ
イ
ン
を
散
り
ば
め
た
日
本
の
ア
ー
ル

デ
コ
（1910

-1930

年
に
か
け
て
フ
ラ

ン
ス
を
中
心
に
流
行
し
た
工
芸
・
建

築
・
絵
画
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
様
式
で

あ
る
。1933

年
竣
工
で
あ
る
の
で
、
東

洋
の
国
、
日
本
と
し
て
は
か
な
り
先
見

性
の
あ
る
建
築
物
と
い
え
よ
う
。1921

年
に
白
金
御
料
地
と
し
て
下
賜
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
明
治
天
皇
が
な
さ
っ
た

多
く
の
下
賜
行
為
が
、
大
正
後
半
で
も

持
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
、
立
派
な
家

具
、
部
屋
、
壁
、
廊
下
な
ど
久
し
ぶ
り

に
味
わ
っ
た
豪
華
さ
に
酔
い
し
れ
た
。

外
に
出
てbench

に
座
り
な
が
ら
東
京

の
秋
空
を
楽
し
ん
だ
。 

・
明
治
学
院 

キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
教
育
で
多
く

の
逸
材
を
輩
出
し
て
い
る
。
内
部
に
入

っ
た
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
開
国
直

後
に
米
国
長
老
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た

医
療
宣
教
師
ヘ
ボ
ン
師
に
よ
る
ヘ
ボ
ン

塾
を
嚆
矢
と
す
る
。
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ほ
か
、
横
浜
、
東
村
山
に
も
キ
ャ
ン

パ
ス
を
保
持
し
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に

立
脚
し
た
次
世
代
育
成
に
貢
献
し
た
。 

白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
数
多
く
の

著
名
建
築
物
を
設
計
し
た
ウ
イ
リ
ア

ム
・
ボ
ー
リ
ズ
に
よ
る
礼
拝
堂
、
明
治

学
院
記
念
館
、
賀
川
豊
彦
展
示
物
、
島

崎
藤
村
歌
碑
、大
銀
杏
、ヘ
ボ
ン
胸
像
、

イ
ン
ブ
リ
ー
館
な
ど
、
重
要
文
化
財
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
史
物
が

あ
る
。
丁
度
学
生
達
の
文
化
祭
に
遭
遇

し
、
我
が
グ
ル
ー
プ
の
孫
世
代
と
一
緒

に
な
り
、
元
気
を
貰
え
た
。 

・
カ
ト
リ
ッ
ク
高
輪
教
会 

我
々
の
到
着
と
同
時
に
お
出
迎
え
を
受

け
、
お
茶
、
饅
頭
を
頂
き
な
が
ら
、
ご

説
明
、
ご
案
内
を
受
け
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
戦
後
間
も
な
い
頃
、
バ
チ
カ
ン
か

ら
の
緊
急
要
請
に
応
え
て
、
カ
ナ
ダ
の

ス
カ
ボ
ロ
外
国
宣
教
会
は
、
日
本
で
の

布
教
を
始
め
、
東
京
の
中
で
も
比
較
的
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被
害
の
少
な
か
っ
た
、
港
区
高
輪
の
戦

災
で
焼
け
残
っ
た
一
邸
宅
で
ミ
サ
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。
次
第
に
近
隣
の
信
者

が
集
ま
り
始
め
、
こ
こ
か
ら
高
輪
教
会

が
生
ま
れ
た
。
信
徒
数
の
増
加
に
伴
っ

て
現
在
の
地
に
移
り
、
古
い
日
本
家
屋

を
司
祭
館
と
し
て
、1959
年
、
木
造
の

聖
堂
が
献
堂
さ
れ
た
。
日
本
の
町
並
み

に
合
っ
た
こ
の
教
会
は
、
人
々
に
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、
建
物
の
老
朽

化
に
伴
い
、1989

年
に
現
在
の
聖
堂
に

建
て
替
え
ら
れ1997

年
に
は
、中
に
入

っ
て
も
楽
し
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な
美
し
さ

を
持
つ
十
字
架
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
完

成
し
て
い
る
。(1979

年
に
当
教
会
は

外
国
宣
教
会
か
ら
東
京
教
区
に
移
管
さ

れ
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。)

鉄
骨
パ
イ

プ
構
造
の
明
る
い
聖
堂
、ク
リ
プ
ト（
納

骨
堂
）
、
歴
史
記
念
物
な
ど
が
有
名
で

あ
る
。 

本
教
会
は
三
代
将
軍
徳
川
家
光
に

よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
よ
る
モ
ン
ド

原
主
水
ら
の
火
刑
場
所
に
近
く
、
毎
年

殉
教
者
の
記
念
ミ
サ
が 

11
月
下
旬
に

守
ら
れ
て
い
る
。
ク
リ
プ
ト
は
都
会
型 

教
会
の
納
骨
堂
の
在
り
方
を
示
す
も
の 

と
し
て
参
考
に
な
ろ
う
。 

原
主
水
は
、
家
康
に
可
愛
が
ら
れ
た

人
物
で
あ
る
。
し
か
し
時
代
が
変
わ
り

家
光
の
代
に
は
棄
教
を
拒
否
し
た
が
た

め
に
、
火
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
金
や
権

力
で
、
人
間
の
心
を
支
配
す
る
こ
と
、

変
更
を
強
い
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
為

政
者
も
歴
史
か
ら
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い

し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
で
過

ご
せ
る
持
続
的
社
会
を
未
来
の
た
め
に

構
築
す
る
必
要
を
感
じ
た
。 

・
つ
ば
め
グ
リ
ル
で
の
夕
食
会 

疲
れ
た
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
無

事
グ
リ
ル
に
到
着
。
幹
事
の
手
配
で

我
々
だ
け
で
グ
リ
ル
の
一
角
を
占
領
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
神
崎
司
祭
の
食
前

の
祈
り
が
終
わ
る
と
、
直
ち
に
お
酒
で

喉
を
潤
し
、
ご
馳
走
で
胃
袋
を
満
た
す

動
物
的
行
動
が
賑
や
か
に
開
始
さ
れ
た
。 

今
日
の
日
帰
り
巡
り
を
終
え
て
、
三

光
フ
ァ
ミ
リ
ー
のteam building

の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
。
ブ
カ
レ
ス
ト

の
秋
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
が
、
縦
糸
と

横
糸
が
繋
が
っ
て
い
る
実
感
を
得
た
の

は
小
生
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
東
京
の

秋
の
素
晴
ら
し
さ
を
更
に
感
じ
た
一
日

で
あ
っ
た
。
幹
事
団
に
感
謝
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
記
・
藤
田
慶
喜
） 

     

 
 

 
 

公 

示 
 

 
 

日
本
聖
公
会
東
京
教
区
三
光
教
会
の 

２
０
１
７
年
度 

教
会
委
員
の
選
挙
を 

日
本
聖
公
会
法
規
に
従
っ
て
、
実
施
致 

し
ま
す
。 

救
主
降
生
２
０
１
６
年
１１
月
６
日 

 
 
 

聖
霊
降
臨
後
第
２５
主
日 

日
本
聖
公
会
東
京
教
区
三
光
教
会 

牧
師 

司
祭 

グ
レ
ー
ス
神
崎
和
子 

 
 
 

 
 

記 

・
投
票
方
法 

①
所
定
の
投
票
用
紙
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

②
教
会
委
員
と
し
て
投
票
し
た
い
方
１０
名

（
１０
名
以
内
で
も
可
）
の
氏
名
を
投
票
用

紙
の
枠
内
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
教
会
内
に
設
置
さ
れ
た
投
票
箱
に
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。牧
師
宛
郵
送
も
可
能
で
す
。

④
投
票
は
無
記
名
。 

・
選
挙
期
間 

２
０
１
６
年
１１
月
６
日
（
日
） 

～
２
０
１
６
年
１２
月
４
日
（
日
） 

・
選
挙
管
理
委
員 

大
川
由
美
子
、
松
崎
尚
美
、
吉
川
晃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
以
下
略
） 

 

受
聖
餐
者
各
位 

 

教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  
はじめて教会にいらした方へ 

 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 
■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、
毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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